【調査報告】「図画工作」の授業計画と幼稚園実習における学習成果：アンケート調査から by 花田 千絵
作新学院大学女子短期大学部研究紀要（第 1 号） 
92 
 
 
 
「図画工作」の授業計画と幼稚園実習における学習成果：アンケート調査から 
Lesson Plans of Art and Learning Outcomes in Practical Training at a Kindergarten：
Through Questionnaire Surveys  
 
花田千絵 
Chie Hanada 
 
【要約】 
 本調査報告は、「図画工作」の授業が実習でどのように活用され、どこに問題があるかを明
らかにすることを目的とし、造形表現の授業と実習の関係について調査・考察した先行研究
のアンケートを実施することで、本学の特徴を考察した。 
 その結果、本学の特徴として、①実習で造形活動を行う時に季節や行事を重視する、②基
礎技法の学習成果、③造形活動について苦手意識があることを明らかにした。 
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Ⅰ．問題と目的 
  
平成 30 年度より適用される新たな幼稚園教育要領（以下「新幼稚園教育要領」という）
は、幼稚園教育において育みたい資質・能力を明確化している１）。また、新幼稚園教育要領
同様、平成 30 年度から適用される新たな保育所保育指針（以下「新保育所保育指針」とい
う）でも「幼児教育を行う施設として共有すべき事項」として、「生涯にわたる生きる力の
基礎を培うため」に「育みたい資質・能力」として次の 3 点を示している２）。 
 
① 豊かな体験を通じて、感じたり、気付いたり、分かったり、できるようになったりする
「知識及び技能の基礎」 
② 気付いたことや、できるようになったことなどを使い、考えたり、試したり、工夫した
り、表現したりする「思考力、判断力、表現力などの基礎」 
③ 心情、意欲、態度が育つ中で、よりよい生活を営もうとする「学びに向かう力、人間性
等」 
以上の三つの柱に整理された。（文部科学省 2017、厚生労働省 2017） 
 
 小笠原（2012）は、幼稚園教育要領及び保育所保育指針に示される 5 領域「表現」に示
される「１ねらい」「２内容」は広範囲にとらえることが出来る性質のもので、その活動内
容は各園の方針により異なり、保育者養成校での授業は担当教員に委ねられる部分が多いと
指摘しているが３）、新幼稚園教育要領及び、新保育所保育指針でも、「１ねらい」「２内容」
は広範囲にとらえることができるものとなっている。島田（2015）は、幼稚園実習・保育実
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習における造形活動の実態を分析した。島田によれば、学生（調査対象者）が実習中の造形
活動で最も重視したことは「幼児の発達」「幼児の興味関心」「季節や行事とのつながり」で
あり、実習中の造形活動を設定する際、9 割近くの学生が授業で学んだことを参考にしたと
いう。この調査成果は、幼稚園実習・保育実習と授業における学習成果の関連性を示唆して
いる４）。 
 筆者は、保育者養成校で「図画工作」の科目を担当している。これは、幼稚園教育要領に
示される、5 領域のうちの「表現」の部分に該当する科目であり、その中でもとくに造形表
現に関わる科目である。本学の「図画工作」は、1 年前期「図画工作Ⅰ」、1 年後期「図画工
作Ⅱ」、2 年前期「図画工作Ⅲ」、2 年後期「図画工作Ⅳ」と、2 年間を通して履修される。
畠山ら（2014）の述べたように、本学における保育者養成カリキュラムは、「実習」と「授
業」との「往還型カリキュラム」として捉えられ５）、「図画工作」においても、「授業」で学
んだことを「実習」で実践し、実習での課題をさらに「授業」で学ぶことができるような授
業計画となっている。（表１） 
 
表１「年間スケジュールと授業概要」 
1 年次前期 1 年次後期 
図画工作Ⅰ 
・幼児表現能力の発達段階について 
・造形活動における材料・用具 
・基礎技法（１）①フロッタージュ②ちぎ
り絵③指絵④ドリッピング⑤はじき絵・に
じみ絵⑥型押絵⑦デカルコマニー⑧ビー玉
版画・シャボン玉版画 
 
◆幼稚園実習Ⅰ＜9 月＞ 
図画工作Ⅱ 
・壁画製作(共同制作) 
・基礎技法（２）⑨スクラッチ⑩コラージ
ュ⑪ステンシル 
・紋切遊び・折り紙 
・身近な素材による工作①紙コプター②木
登りおさる③パラシュート 
 
◆保育実習Ⅰ＜2 月＞ 
 
2 年次前期 2 年次後期 
図画工作Ⅲ 
・季節をテーマとした製作①時計②パクパ
ク人形③平面構成 
・教材研究 
・絵本製作 
 
◆幼稚園実習Ⅱ＜6 月＞ 
◆保育実習Ⅱ＜8 月＞ 
図画工作Ⅳ 
・廃材利用によるおもちゃ製作①牛乳パッ
クで走る車②ダンボールで作るビー玉ころ
がしゲーム 
・粘土造形 
・レリーフ製作(張り子によるお面) 
 
 
筆者は、年々、素材体験が乏しく、応用力のない学生が目立ってきたように感じている。
授業計画は、毎年、学生の実態に合わせて修正・検討し作成しているが、それらが学生たち
によって実習でどのように活かされているか、活用の際に生じる問題点、及び学習効果につ
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いて明らかにすることによって、今後の授業計画につなげたいと考えた。 
 
Ⅱ．方法 
 
１． 対象者 
 本学の保育者養成課程の 2 年生 135 名（女子 135 名）を対象とした。 
 
２． 調査方法 
前述の島田（2015）による調査アンケートを実施することで、本学の「図画工作」授業で
の実習における効果や問題点を検証し、また本学の学生の特徴を把握する。 
 
Ⅲ．結果と考察 
 
（1）造形活動で重視すること 
造形活動で重視することについて、「季節や行事とのつながり」「活動時間」「費用」「以
前、授業や実習でやったことがある」「事前準備の時間や労力」「幼児の発達」「幼児の興味
関心」「幼児の造形体験」「園の方針」「幼稚園教育要領や保育所保育指針」「その他」の選択
肢から複数回答を求めた（図 1）。その結果、「季節や行事とのつながり（24.1％）」を重視
する回答が最も多く、次いで、「幼児の発達（18.9％）」、「幼児の興味関心（15.4％）」、「活
動時間（15.2％）」であった。回答数が少なかったのは、「幼稚園教育要領や保育所保育指針
（0.9％）」であった。 
 
  
 
 
授業では、幼稚園教育要領や保育所保育指針の重要性を伝えているが、造形活動を考える
ときには重要視されていないことがわかった。これには、幼稚園教育要領や保育所保育指針
と個々の造形活動との関連性をよりわかりやすく説明する指導、例えば、造形活動実践の際
「活動のねらい」として、幼稚園教育要領や保育所保育指針を参照するなどの指導方法によ
って、学生が幼稚園教育要領や保育所保育指針を重視することにつながるのではないかと考
えられる。これらの結果は、島田（2015）による報告と同様の結果であるが、「造形活動で
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図 1 造形活動で重視していること（複数回答）  図 2 造形活動で最も重視していること 
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最も重視していること」の結果では、本学では「季節や行事」を最も重視する回答が突出し
て多いことがわかった（図 2）。これは、とくに主活動のある 2 年次 6 月の幼稚園実習Ⅱに
向けて、授業内で 6 月の季節をテーマとした製作演習を行うことが理由だと推察できる。ま
た、「活動時間」を重視することは、所定の時間内に活動や片付けまで終了することへの意
識がうかがえる。 
 
（2）保育雑誌や書籍、授業の活用 
 造形活動を設定するとき、保育雑誌や書籍、授業で習ったことを参考にした経験の有無に
ついて質問した。また、学生の現状から、インターネットからの情報を参考にした場合も追
加した。94.4％の学生が「ある」と回答した。参考にしたことが「ある」と回答した学生へ
の、「保育雑誌や書籍、授業で習ったことをそのまま行うか」という問いには、「はい」が
24.5％、「いいえ」が 19.4％、「部分的な変更をした」が 55.9％であった。 
 さらに「部分的な変更の内容」についての記述回答では、「幼児の発達に合わせた」が多
く、「材料の変更」、「季節に合わせた」などであり、島田（2015）による報告とほぼ同様の
結果であった。 
 
（3）心がけていること 
 造形活動をするときに心がけていることは
どのようなことか、という問いに対し、「完成
させること」「見本のようにつくること」「時
間配分」「発達に応じた指導や援助」「幼児が
表現したい思いを表せるようにすること」「そ
の他」の選択肢で回答した結果が図 3 であ
る。複数回答では、「発達に応じた指導や援助
（35.2％）」、「幼児が表現したい思い
（33.3％）」が多く、次いで「時間配分
（19.4％）」であった。「見本のようにつくる
こと（0.7％）」と回答する学生はほとんどい
なかった。さらに、「最も重視していること」
は、「幼児が表現したい思い（47.9％）」、「発
達に応じた指導や援助（33.3％）」が多く、島田（2015）による報告とほぼ同様の結果と言
える。 
 
（4）幼児への言葉がけ 
 完成時、幼児に対してどのような言葉がけをしているか、「上手」「がんばったね」「かっ
こいい」「かわいい」「その他」の選択肢で回答を求めたところ、「上手（35.2％）」、「がんば
ったね（26.1％）」の回答が多く、次いで「かっこいい（16.6％）」「かわいい（16.6％）」で
あった。「その他」には、「すごい」が複数回答あった。島田（2015）による報告と同様に、
幼児の表現に共感して受けとめる言葉がけにとどまっている。これには、授業で作品評価の
機会を増やし、造形表現の語彙力を高め、また、保育者の言葉がけから学ぶ機会を取り入れ
図 3 造形活動で心がけていること（複数回答） 
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ることなどでさらに「導く」段階の言葉がけにつながることが考えられる。 
 
（5）造形活動の終わったあとの取扱い 
 幼児の作品の扱いについて、「かばんやロッカーにしまう」「展示する」「ほかの活動へつ
なげる」「その他」の選択肢で回答を求めたところ、「展示する（49.7％）」が最も多く、次
いで「他の活動へつなげる（26.3％）」、「かばんやロッカーへしまう（20.3％）」であった。
この結果は島田（2015）による報告とほぼ同様であり、「他の活動へつなげる」は、作った
もので遊ぶ活動につなげたと推測できる。 
 
（6）造形活動案 
 5 歳児の主活動で「あじさい」をテーマにした造形活動を考えるとしたら、何をするかと
いう問いに対し、「ちぎり絵」「折り紙」「スタンピング」「はじき絵」「紙染め」「にじみ絵」
が多く、その他、紙皿などを使った立体的な作品、「シャボン玉絵」「マーブリング」「デカ
ルコマニー」など、多様な技法・素材による活動案が出た。「運動会後」活動案は、描画活
動が 65％と最も多いが、「粘土による表現」「メダル作り」「玉入れ作り」「フラッグ作り」
「リレーのバトン作り」「お手紙作り」など、他の活動案も出た。これは島田（2015）によ
る報告「「あじさい」の活動案は「にじみ絵」「ちぎり絵」「染め紙」の大きく 3 つに集約さ
れ、「運動会後」活動案の数はさらに少なく、描画活動が回答の 80％を超えており、活動案
が限定されている」とは異なることが言える。これは、本学では授業内で基礎技法を多種類
学ぶ機会があることや、主活動のある幼稚園実習Ⅱ（2 年次 6 月）前に授業内で教材研究を
する際に、「あじさい」をテーマに考え試作する学生が多く、保育雑誌や書籍、インターネ
ットなどで活動案を求める機会があり、他の学生の製作例を見る機会があることや、「運動
会後」活動案では描画活動が多かったものの、幼稚園実習Ⅰ（1 年次 9 月）では運動会練習
に関わる機会も多く、実習後に園の運動会にお手伝いとして参加する学生も多いことから、
実習先の活動などから知識を得たものと考えられる。 
 
（7）教材研究 
 教材研究について「必ず行う」「ときどき行っている」「以前、やったことがあるので今は
行わない」「あまり行っていない」「行っていない」「その他」の選択肢で回答を求めたとこ
ろ、「必ず行う（62.6％）」が最も多く、「ときどき行っている（28.5％）」であった。島田
（2015）による報告では「必ず行う（70.3％）」「ときどき行っている（24.1％）」であった
のに対し、本学では必ず行う学生がやや少ないと言える。授業内で教材研究の重要性を強調
し、素材や指導法についての基礎知識をより丁寧に説明することで、学生個人の教材研究へ
導きたい。例えば、身近な素材である紙の種類・特徴や扱い方について体験を通して学ぶこ
とや、幼児の発達段階と素材や道具の扱い方の具体的なイメージを映像から学習することな
どが考えられる。 
 
（8）学生自身の造形活動の意識 
 造形活動の意識について、学生自身がどう考えているのか、「得意」「やや得意」「やや苦
手」「苦手」の選択肢で答える質問に対して、図 4 の結果になった。「やや苦手（44.3％）」
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が最も多く、次いで「やや得意（37.9％）」、「得意（10.4％）」「苦手（7.2％）」であった。 
 造形活動の好悪について「好き」「やや好き」
「やや嫌い」「嫌い」の選択肢については、「やや
好き（45.5％）」「好き（34.9％）」「やや嫌い
（18.6％）」「嫌い（0.8％）」であった（図 5）。 
 「得意―苦手」「好き―嫌い」のクロス集計で
は、「好き」「やや好き」であっても「やや苦手」
「苦手」な学生が 31.9％いることがわかった
（表 2）。クロス集計結果は、島田（2015）によ
る報告とほぼ同様の結果と言えるが、本学の特徴
は、得意、苦手意識で「やや苦手」が最も多かっ
たことである。（島田（2015）による報告では
「やや得意」が最も多かった。） 
 改善方策として、本学の授業内容を学生により
理解しやすく丁寧に説明することが求められ、ま
た毎回の授業でのねらいや到達目標を明示し、適
正に自己評価できるような授業の仕組みづくりを
工夫するなどして、学生が実習での造形活動に自
信を持って取り組めるようにしていきたい。 
 
（9）困っていること 
 造形活動で「困っていること」の有
無について「ある」と回答した学生は
61.2％であった。その内容について
は、「時間配分」「説明の仕方」「幼児
の発達に合っているか」「個人差に対
する対応」「材料の準備は適量か」な
どであった。島田（2015）による報告とほぼ同様、指導案通りに行うことを意識しているこ
とがうかがえると言える。幼稚園実習Ⅰ（1 年次 9 月）で観察の経験はあるとはいえ、学生自
身が主活動を行う際に幼児の造形活動にかかる時間などのイメージが出来ないことから生じ
る不安によると考えられる回答も見られた。幼児が造形活動を行う様子の具体的な映像など
を授業で取り入れ、学生が幼児の活動をイメージしやすい教材の工夫をしたい。 
 
Ⅳ．結論 
 
本調査は、島田（2015）による報告と同じアンケート調査をすることで、本学の授業が学
生によってどのように実習に活かされているか、また、実習における造形活動についての問
題点を明らかにし、本学の特徴を考察するために実施した。 
実習中に造形活動を行う際に、季節や行事、幼児の発達や興味関心を重視する一方で幼稚
園教育要領や保育所保育指針を重視しない点は島田（2015）による報告と同様の結果であっ
  好き やや好き やや嫌い 嫌い 
得意 11.4       
やや得意  18.8 18 0.8   
やや苦手 4.9 25.4 13.1   
苦手 0 1.6 4.9 0.8 
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図 4 造形活動の得意、苦手意識 
図 5 造形活動の好き、嫌い意識 
表 2 学生の造形活動への意識 (%) 
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たが、造形活動を行う際とくに季節や行事を意識する学生が多いことが本学の特徴であるこ
とがわかった。 
造形活動設定の際に、保育雑誌、書籍、授業で習ったこと、インターネットの情報を参考
にする学生がほとんどである一方で、教材研究を必ず行うという学生は島田（2015）による
報告より少なかった。また、造形活動をするときに心がけていることは、幼児が表現したい
思いや発達に応じた指導や援助であったが、言葉がけは、幼児の表現に共感して受けとめる
ものにとどまることがわかった。さらに活動案では、島田（2015）による報告に比べて、よ
り幅広い活動案の回答案が得られたことから、基礎技法の学習成果が認められる。学生自身
が造形活動を行うことは「好き」だが「苦手」意識もあり、とくに本学では島田（2015）に
よる報告結果よりも苦手意識を持っている学生が多いことがわかった。 
これらの結果より、今後、以下の点を授業内で計画・実践していくことで、学生の素材体
験を豊富にし、また、応用力を高め、実習での造形活動を学生にとってより有意義な学習の
機会としたい。 
・授業で幼稚園教育要領や保育所保育指針と個々の造形活動との関連性を丁寧に指導するこ
となどを工夫する。 
・授業で教材研究の重要性を説明し、素材や幼児の実態、指導法について具体的に示すこと
で、学生自身が自発的に教材研究を行えるよう導く。 
・幼児の活動をイメージしながら指導計画（言葉がけの方法や時間設定を含む）を立てられ
るような授業内容の工夫が必要である。 
・毎回の授業での到達度を自己評価するなど、学生が自信を持てるような評価の仕組みづく
りを工夫する。 
 
注 
１）文部科学省（2017）「幼稚園教育要領」（平成 29年 3月 31日公示／文部科学省告示第六十二号） 
２）厚生労働省（2017）「保育所保育指針」（平成 29年 3月 31日公示／厚生労働省告示第百十七号） 
３）小笠原文（2012）「保育士・幼稚園教諭養成課程における授業「造形表現」の展開」広島文化学園大学学芸
部紀要（2）89-98 
４）島田由紀子（2015）「保育系学生の実習における造形活動」和洋女子大学紀要 55 109-117 
５）畠山大・西田直樹（2014）「「保育・教職実践演習（幼）」の実践研究―作新学院大学女子短期大学部の 3
年間の取り組みに基づいて―」作新学院大学・作新学院大学女子短期大学部教職実践センター研究紀要
１,3-10  
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〈資料〉調査アンケート：島田（2015）による調査アンケートより引用 
５歳児についての造形活動についてお尋ねします。担当したことがあればその経験を、担当したことがなけれ
ば想定して答えてください。  
 
Ⅰ．次の質問にあてはまるものすべてに○をつけ、もっともあてはまる番号を（ ）に記入してください。 
１．造形活動を設定するとき、重視することは何ですか？  
①季節や行事とのつながり ②活動時間 ③費用 ④自分が以前授業や実習でやったことがある ⑤事前準
備の時間や労力 ⑥幼児の発達 ⑦幼児の興味関心 ⑧幼児の造形経験 ⑨園の方針 ⑩幼稚園教育要領や
保育所保育指針 ⑪その他（   ）  
２．（１）造形活動を設定するとき、保育雑誌・書籍や授業で習ったことを参考にしたことがありますか？   
①ある ②ない    
（２）「ある」と答えた人にお尋ねします。保育雑誌・書籍、授業で習ったことをそのまま行いますか？     
①はい ②いいえ ③部分的な変更をした ④その他（   ）    
（３）「部分的な変更をした」人にお尋ねします。変更した内容について書いてください。  
３．実際に造形活動をするとき、心がけていることはどのようなことですか？    
①完成させること ②見本のようにつくること ③時間配分 ④発達に応じた指導や援助 ⑤幼児が表現し
たい思いを表せるようにすること ⑥その他（   ）  
４．出来上がった絵や作品を見せにきた幼児にどのような言葉がけをすることが多いですか？    
①上手 ②がんばったね ③かっこいい ④かわいい ⑤その他（  ）  
５．造形活動が終わったあと、作ったものはどうしますか？    
  ①かばんやロッカーにしまう ②展示する ③他の活動へつなげる ④その他（  ）  
６．５歳児の主活動で A4 のコピー用紙１枚でできる造形活動をできる限り挙げてください。 
７．５歳児の主活動で「あじさい」をテーマにした造形活動を考えるとしたら、何をしますか？１つ以上挙げて 
ください。材料も一緒に挙げてください。  
８．５歳児の主活動で「運動会」のあと、造形活動をするとしたら、何をしますか？ １つ以上挙げてくださ
い。 材料も一緒に挙げてください。  
 
Ⅱ . あなた自身についてお尋ねします。  
１． 事前に教材研究（材料や大きさを変えて試してみるなど）を行っていますか？    
①必ず行っている ②ときどき行っている ③以前、やったことがあるので今はしない ④あまり行って
いない ⑤行っていない ⑥その他（  ）  
２．（１）主活動で造形活動をするとき（または造形活動をすると想定したとき）、準備から活動の終了までを
考えて、困ることはありますか？      
   ①ある ②ない     
（２）①「ある」人にお尋ねします。困ることはどのようなことですか？   
（                                       ）  
３．造形活動は、①得意 ②やや得意 ③やや苦手 ④苦手  
４．造形活動は、①好き ②やや好き ③やや嫌い ④嫌い  
 
